
金 額

Ｔ３Ａ１９１

見積依頼書（物品購入調書）

(円)

納 入 場 所

検 査 場 所

納 入 期 限

下記の物品の見積照会をしますので、期限までに見積書を提出してください。

年 度 伺 番 号

款
項
目
節

細節

仕 訳

支 払 区 分 執 行 課

事 業 区 分

担 当

登録年月日 執 行 名 称

税 区 分

課 税

説 明 ( 使 用 目 的 )

注 意 事 項

(1)　見積書は所定の投函箱に入れて下さい。
(2)　品名・数量その他の内容を確実に記載して下さい。
(3)　「同等品可」と表示してあるものは、メーカー、規格及び定価等を記載して下さい。
(4)　注文を受けた場合は、指定納期までに納品してください。
　　　(納入遅延の場合は、違約金が必要です。)

予 算 種 別

通 常 払   ・   前 渡 一 時   ・   前 渡 繰 越

前 金 払   ・   概 算 払

単 価名 称 摘 要 数 量

【機器構成】インターメドジャパン

・ウォームエアユニット　Ｍｉｓｔｒａｌ－Ａｉｒ　ＭＡ１２００

・ＭＡ１２００用バスケット付ポール　ＭＡ５２５０

各１台

01 病院事業会計

13 資本的支出

第21-00045号

81 経／経・医療機器整備事業費

01 建設改良費
03 固定資産取得費

令和07年度

市立札幌病院手術室

市立札幌病院経営企画課用度係

令和8年3月31日

課税

10％

0現年度予算

00
01 医療器械

式

1ミストラルエアー

令和7年11月26日 ミストラルエアー

札幌市病院局

C101施設費　医療器械

031 手術室





仕様書

1. 名称
市立札幌病院　感染症臨床研究事業用ファイアウォール機器

2. 概要

本仕様書は、厚生労働省が進めている感染症臨床研究ネットワークの参加医療機関として活
動するにあたり必要となるファイアウォール機器の物品調達および導入作業に適用する。

3. 調達物品名および数量
感染症臨床研究事業用ファイアウォール機器　1 台

4. 納入場所
札幌市中央区北 11 条西 13 丁目　市立札幌病院

5. 納入期限
2026 年３月６日

6. 機器仕様
下記要件を満たすこと。
(1)　感染症臨床研究ネットワークで利用する日本電気株式会社製の MegaOak Cloud
　　Gateway との接続実績がある機種（FortiGate60F 相当以上）であること。
(2)　病院内の既設インターネット接続用ルータと接続する 1000Base-T に対応した WAN ポ
　　ートを２ポート以上有すること。
(3)　病院内の既設インターネット接続用ルータに接続しインターネット通信が可能なこ
　　と（PPPoE 接続）。
(4)　1000Base-T に対応した LAN ポートを５ポート以上有すること。
(5)　管理用コンソールポートを１ポート以上有すること。
(6)　ファイアウォールのスループットは 10Gbps 以上であること（UDP パケット 1518byte の場合）。
(7)　UTM 動作時の脅威保護スループットは 700Mbps 以上であること。
　※脅威保護スループットは少なくともファイアウォール、IPS、アプリケーション制御および
　　マルウェアに対する保護かつログ機能が有効な状態で計測したものであること。
(8)　同時接続数は 1,000 以上であること。
(9)　ユーザ数や接続するパソコン台数によるライセンスは不要であること。
(10)　UTM 機能として以下の機能を有すること。

※(ア)～(カ)の機能は導入時には有効にしないため、オプションライセンス費用を本調
達に含めないこと。

(ア) アンチウイルス機能
・アンチウイルスエンジン、パターンファイルは、自動でアップデートが可能であること。
・自動アップデートは時間指定が可能なこと。
・誤検知時には対象から外す設定が可能であること。
・SSL/TLS 通信に対応していること。

(イ) 不正侵入防御機能(IPS)
・脆弱性のシグネチャは、自動でアップデートが可能であること。
・脆弱性のシグネチャは、時間指定可能であること。
・IDS へ設定変更可能なこと。
・SSL/TLS 通信にも対応していること。

(ウ) アンチボット機能
・IP/DNS による C&C（コマンド&コントロール）の検出が可能であること。
・ボット感染端末と C&C サーバ間の通信を自動的に検知する機能を有すること。

(エ) URL フィルタリング機能
・80 種類以上の URL フィルタリングカテゴリを有すること。
・予めフィッシングサイト等業務上支障のあるサイトの閲覧をブロックすることが可能なこと。

(オ) サンドボックス機能
・メール添付ファイル、ダウンロードファイルに対してサンドボックスを用いたファイル分析
が可能であること。
・メール添付ファイル、ダウンロードファイルに対してサンドボックスを用いたファイル分析
が可能であること。
・サンドボックスで未知のマルウェアやエクスプロイトを検知し、ユーザインタフェース等で
検知情報を確認できること
・サンドボックス機能は 1 日あたり最低１４,０００ファイル以上分析が可能なこと。

(カ) アプリケーション制御機能



・アプリケーション単位で通信の許可、拒否設定が可能なこと。
(11)　設定は Web GUI（ウェブグラフィックユーザインタフェース）に対応しており、設定画面は

日本語表記設定が可能なこと。
(12)　ログ情報は筐体で保存が可能なこと。
(13)　ログ情報を CSV または Excel 形式で抽出が可能なこと。
(14)　筐体の高さは 1U サイズ以下で、19 インチラックにマウント可能であること。
(15)　電源は AC100V で動作すること。
(16)　動作可能温度は 0℃～40℃を満たすこと。

7. 導入作業及び保守
(1)　委託者が指定するサーバラックの場所に機器を棚板を用意して設置、またはラックマウント

すること。
(2)　委託者が提示するファイアウォールのポリシールールを機器に設定すること。
(3)　先出しセンドバック保守５年を含めること。
(4)　先出しセンドバック保守の受付期間は平日日中帯にメールまたは電話での受付が可能
　　なこと。
(5)　当機器の運用管理は当院の職員にて行うため、納品後速やかに先出センドバック保守
　　の契約番号や連絡先等、問い合わせに必要な情報を当院に通知すること。また、当院
　　からでも製品問い合わせ窓口への照会が可能であること。

8. 納品物
(1)　パラメータシート
(2)　動作試験成績表
(3)　ネットワーク構成図（ファイアウォールを起点とした直近上位、下位の接続状況がわかる
　　簡易的なものとする）

9. 特記事項
(1)　機器設定、機器設置、動作試験にかかわる費用を本調達に含むこと。
(2)　施工部材にかかわる費用を本調達に含むこと。
(3)　電源や LAN ケーブルについては、委託者が準備したものを利用すること。
(4)　納品日時や設定内容、試験項目等について当院担当者と事前に打合せすること。
(5)　詳細な設定値については、当院担当者と調整のうえ、新規に設定を行うこと。
(6)　構築後、正常に動作していることを確認すること。もし、正常に機能しない場合は、受注
　　者は原因究明に協力すること。
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